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シリーズチャペル＜経済と人間＞
　

ど
ち
ら
も
１
９
３
５
年
に
始
ま
っ
た

「
芥
川
賞
」
と
「
直
木
賞
」
は
、
日
本
の

代
表
的
な
文
学
賞
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

お
り
、
前
者
は
芸
術
重
視
の
短
編
の
純
文

学
を
、
後
者
は
娯
楽
重
視
の
中
・
長
編
の

大
衆
文
学
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
て
い

る
。
か
つ
て
私
の
ゼ
ミ
で
は
「
芥
川
賞
作

品
に
表
れ
た
政
治
・
経
済
・
社
会
思
想

１
９
３
５
〜
２
０
０
０
」
と
い
う
壮
大
な

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
当
該
期

間
の
全
作
品
を
手
分
け
し
て
読
み
、（
経

済
学
部
や
社
会
学
部
な
ど
）
社
会
科
学
系

の
学
生
の
興
味
を
惹
き
そ
う
な
作
品
を
洗

い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究

で
は
、そ
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
古
典
的「
小

説
」
を
読
め
ば
、
教
科
書
や
専
門
論
文
等

で
は
得
ら
れ
な
い
そ
の
時
代
状
況
の
い
き

い
き
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
感
性
を
通
じ
て

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
英
国
19
世

紀
の
救
貧
法
行
政
を
学
ぶ
さ
い
は
、
救
貧

院
に
収
容
さ
れ
た
孤
児
の
生
涯
を
描
く
、

文
豪
デ
ィ
ケ
イ
ン
ズ
の
『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・

ト
ゥ
イ
ス
ト
』（
１
８
３
８
年
）
を
一
読

す
る
こ
と
は
有
益
だ
、
と
考
え
る
研
究
者

も
多
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
話
を
戻
す
と
、芥
川
賞
作
品
は「
純

文
学
」
な
の
で
、
直
木
賞
に
比
べ
る
と
、

経
済
な
ど
の
思
想
や
世
相
を
反
映
し
に
く

い
の
だ
が
、そ
れ
は
百
も
承
知
の
上
で
、私

の
ゼ
ミ
で
は
芥
川
賞
作
品
を
研
究
対
象
に

選
ん
だ
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
芥
川
賞
作

品
は
ど
れ
も
「
短
編
」
な
の
で
、
数
時
間

で
読
破
可
能
だ
が
、
直
木
賞
作
品
は
文
庫

本
に
し
て
３
０
０
〜
４
０
０
ペ
ー
ジ
の
サ

イ
ズ
が
普
通
な
の
で
、
読
む
の
に
数
日
か

か
る
。つ
ま
り
、前
述
の
よ
う
な
問
題
意
識

の
場
合
、
研
究
対
象
と
し
て
は
直
木
賞
作

品
の
方
が
適
し
て
い
る
の
は
一
見
し
て
明

ら
か
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
読
書
量
が
膨

大
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
や
む
な
く
芥

川
賞
作
品
を
対
象
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
直
木
賞
作
品
で
同
様
の
調
査

を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
を
、
私
は
今
も

失
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
ら
を
コ
ツ

コ
ツ
読
み
進
め
て
い
る
。
お
薦
め
の
も
の

を
幾
つ
か
挙
げ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
問

題
意
識
か
ら
は
、
①
ち
ょ
っ
と
古
い
が
、

城
山
三
郎
『
総
会
屋
錦
城
』（
１
９
５
８

年
下
半
期
受
賞
）。
②
同
じ
会
社
に
勤
め

る
５
人
の
女
性
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
生
き

方
を
描
く
、篠
田
節
子『
女
た
ち
の
ジ
ハ
ー

ド
』（
１
９
９
７
年
上
半
期
）。
③
あ
る
在

日
朝
鮮
人
の
少
年
の
生
活
・
心
理
を
描

く
、
金
城
一
紀
『
Ｇ
Ｏ
』（
２
０
０
０
年

上
半
期
）。④
中
小
企
業
の
意
地
を
描
く
、

池
井
戸
潤
『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』（
２
０
１
１

年
上
半
期
）。
⑤
就
活
生
た
ち
の
心
理
を

描
く
、朝
井
リ
ョ
ウ
『
何
者
』（
２
０
１
２

年
下
半
期
）。

　

ま
た
、
純
粋
に
娯
楽
的
・
個
人
的
観
点

か
ら
面
白
か
っ
た
の
は
、
⑥
戦
国
時
代
の

瀬
戸
内
海
の
村
上
水
軍
を
描
く
、
白
石
一

郎
『
海
狼
伝
』（
１
９
８
７
年
上
半
期
）、

⑦
江
戸
の
遊
郭
・
吉よ

し

原わ
ら

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
松
井
今
朝
子
『
吉
原
手
引
草
』

（
２
０
０
７
年
上
半
期
）。
⑧
千
利
休
の

茶
の
美
意
識
を
探
る
、
山
本
兼
一
『
利
休

に
た
ず
ね
よ
』（
２
０
０
８
年
下
半
期
）。

⑨
大
正
〜
昭
和
初
期
の
秋
田
の
マ
タ
ギ

（
鉄
砲
猟
師
）
の
半
生
を
描
く
、
熊
谷
達

也『
邂か

い

逅こ
う

の
森
』（
２
０
０
４
年
上
半
期
）。

と
り
わ
け
⑨
は
抜
群
に
カ
ッ
コ
よ
く
、
私

が
狩
猟
（
む
ろ
ん
各
種
免
許
等
が
必
要
）

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

直
木
賞
作
品
は
基
本
的
に
ど
れ
も
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
な
の
で
、
面
白
く
て
当
た
り

前
。
映
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の

で
、
映
画
を
見
る
と
い
う
お
ま
け

4

4

4

の
楽
し

み
も
あ
る
。
私
は
小
説
を
読
み
な
が
ら
、

電
子
辞
書
や
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
で
色
々

と
気
に
な
っ
た
事
柄
を
調
べ
た
り
す
る
の

が
、と
て
も
好
き
だ
。直
木
賞
作
品
に
限
っ

た
話
で
は
な
い
が
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
、
文
学
か
ら
得
た
も
の
は
ず
い
ぶ
ん

と
多
い
。 
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